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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，日々進化し，変化していく情報ネットワーク社会において，教員や保護
者がどのように児童・生徒に指導できるかを，特に将来の教員や保護者たる教員養成の大学生に着目して，日本と韓国
で明らかにすることである。
　児童・生徒を対象にしたカリキュラムと指導法による授業実践は，一部を行うことができた。また教員養成における
カリキュラムについては，2014年度からは正規の単位互換授業として行っている。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to demonstrate in Japan and Korea how teachers and 
parents can instruct their students in an ever-evolving, ever-changing information network society. This 
study particularly focuses on teacher trainee university students, who will be future educators and 
parents.

研究分野：教育工学，メディア教育
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１．研究開始当初の背景 
現代の子どもたちは，いわゆる「デジタル
ネイティブ」であると言える。しかし，教員
や保護者は，そもそもこうした子どもの実態
への理解が乏しいことがある。 
こうした情報ネットワーク社会では，これま
での経験等をベースにした指導では，限界が
ある。 
韓国は，インターネットが非常に盛んに使
われている国でもある。教員養成の学生たち
が，日韓とも，エスノセントリズムに陥りが
ちであり，文化と国とを同一視し，切り離す
ことが難しいという実態が明らかになった。 
こうした情報ネットワークを使いこなす日
韓の大学生たちが，教員あるいは保護者にな
った際，どのような指導が可能なのであろう
か。 
日本の公立学校に在籍している日本語指
導が必要な外国人児童生徒数は，2012 年 5
月現在で 27,013 人である。このうち愛知県
は 5,878人である。2位の神奈川県(2,863人)
のおよそ 2倍である(文部科学省 2013)。 
ところが，2013 年春に愛知教育大の入試
に合格した受験生のうち 82.4%が愛知県の高
校の出身である。愛知県・岐阜県・三重県の
東海地区の高校の合計では 90.0%となる。 
次に，2013 年春に教員養成課程を卒業した
正規教員のうち 95.1%が愛知県内であり，県
外は 4.9%に過ぎない。(愛知教育大学 2013) 
日本の教員は県や市を単位として採用さ
れる地方公務員なので，他の県への異動はほ
とんどない。 
私たちは，そうした将来の教員たちに国際
的な感覚を身に付けさせる必要があると考
えたのである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，日々進化し，変化してい
く情報ネットワーク社会において，教員や保
護者がどのように児童・生徒に指導できるか 
を，特に将来の教員や保護者たる教員養成の
大学生に着目して，日本と韓国で明らかにす
ることである。 
 
３．研究の方法 
まず児童・生徒の情報ネットワークの活用
の実態を明らかにした。 
 次に，子どもの心理的・身体的な発達と，
ネットワークの活用の関係を明らかにした。 
続いて日韓の教員養成の大学生の情報ネ
ットワークの活用の実態を明らかにした。 
こうした知見を基に検討・評価し，日韓の
教員養成の大学生に対する具体的なカリキ
ュラムと指導法を開発し，実践し，評価した。 
 
４．研究成果 
 児童・生徒を対象にしたカリキュラムと指
導法による授業実践は，一部を行うことがで
きた。また教員養成におけるカリキュラムに
ついては，2012年度に試行し，2014年度か

らは正規の単位互換授業「海外教育演習」と
なった。 
 本研究は,毎年春は愛知教育大の学生が晋
州教育大を,秋には晋州教育大の学生が愛知
教育大を訪問して行う研修をベースにして
いる。期間はそれぞれ 1週間程度で,人数もそ
れぞれ 12名程度である。本研修は,それぞれ
相手の国の小学校で授業を行う実践を行っ
ているのが大きな特徴である。また,インター
ネットを活用し,学生主体で運営されている。 
 こうした実践に伴うやりとりに，SNSを活
用した。また教員の運営体制についても見直
しを繰り返して，より良い方法を見い出すこ
とができた。特に授業実践と参観を有機的に
結びつけることを試みた。これは検証の結果，
一定の成果を見ることができた。 
 愛知教育大の学生たちのチームの組織は，
基本的に学生たち自らが考える。人選にはほ
ぼ間違いなく過去の研修の経験が重視され，
学年はその次である。また過去にリーダーを
経験した学生は再度のリーダーを辞退する
傾向があるため，多くのリーダーが 2年生ま
たは 3年生となる。理由は不明だが，日本の
学生は，4 年生は夏休みに教員採用試験を受
けるため，リーダーになるのが難しいという
点もあるだろう。 
ここで明らかに認知的徒弟制（cognitive 

apprenticeship)が見られる。チームの師匠は
リーダーではなく過去にリーダーを経験し
た学生である。彼ら・彼女たちは，「これが
最後」という自覚とともに，必死で引き継ぎ
を行おうとする。例えば「リーダーとはこう
あるべき」ということを伝えようとする。 
そのため 4年生がリーダーになってしまうと，
うまく機能しないように見える。過去に一度
だけ 4年生がリーダーになったことがあった。
筆者らには，彼女に過度に権限が集中したよ
うに見えた。 
学生たちは多くのことを自分たちで考え，
検討し，決断し，実行する。実際には，ごく
少数の幹部となる学生たち（多くは 3回目）
が大きな権限を持つ。特にリーダーとなる学
生には，とても多くの権限が集中する。しか
し，多くの場合，彼女たちは，この権限を独
占的に行使しようとはしない。それはリーダ
ーたちが，強く継続性を意識した結果，発達
の 最 接 近 領 域 (ZPD:zone of proximal 
development)を認識しているように見える。 
こうした結果は,書籍の他，主に学生たちの
間のコミュニケーションについては，国際学
会報告する等した。 
 本研究はいったん終了するが，今後は,本研
修を終えて社会人となった者や,本研修での
授業実践を受けた子どもたちへの調査を継
続的に行い,この研修による学習の効果を検
証していくつもりである。 
最後に，2012 年 5 月の受講学生のレポー
トから引用する。 
私は，小学校教諭として，働くことが夢で
す。教師になって，学級を運営していく時に



は，お互いを認め合うことの出来る学級作り
を目指します。その方法をこの研修から学び
ました。認め合うというのは，相手のことを
理解しようと努力し，歩み寄ることです。子
どもたちにとって，それは容易なことではあ
りません。しかし，人として成長していくた
め，またいずれ社会にでて活躍していく時に，
この心を持つことのできる人間であってほ
しいと強く願います。そして，自分自身も，
どんな子どものことも理解しようと努め，常
に人として成長し続けられる人間でありた
いと思います。また，広い視野を持ち，未来
を生きる子どもたちの将来に役立つ教育を
行っていける教師となっていきたいです。 
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